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2016-2017年度 主題 

国 際 会 長 ：Joan Wilson   “Our Future Begins Today” 

               「我々の未来は、今日から始まる」 

アジア会長：Tung Ming Hsiao  “Respect Y's Movement” 

                「ワイズ運動を尊重しよう】 

東日本区理事：利根川恵子   「明日に向かって、今日働こう」 

湘南･沖縄部長：若木一美     「あなたが退会しない理由は?」 

                ～明るく・楽しく・元気よく～  

クラブ会長：林 茂博    「仲良く、楽しく、無理をせず」 

                ～今日という日を大切に～ 
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今月の聖句 

「見よ、わたしの選んだ僕。  

わたしの心に適った愛する者。 

正義を勝利に導くまで、／彼は 

傷ついた葦を折らず、 

／くすぶる灯心を消さない。」

（マタイ福音書12：18, 20） 

「後ろのものを忘れ、前に向かって」 

左肺の半分を切除してから、2か月経過しました。手術前は、2か

月経過すれば、身体の状態は術前の状態に復帰できると安易に考

えていましたが、なかなか自分の思う通りにはいかないものだと実感

しています。私たちは、普段無意識に呼吸をし、呼気と吸気を意識

することは、あまりありません。呼吸を意識して行うのは、レントゲンを

撮るときに「大きく息を吸って。はい、とめてください」といわれる時く

らいしかないのではありませんか。それは、脳幹の呼吸中枢によっ

て呼気と吸気が自動的に制御されてバランスしており、必要とする

酸素が血中に取り込まれ、不要な二酸化炭素を体外に排出してい

るからだそうです。 

ところが私の場合は、肺切除で肺活量が減り、血中に取り込まれ

る酸素量の減少に見合う運動量なら、バランスして問題は発生しな

いのですが、意識が変わらずに、術前と同様に振舞うので歪が発生

しているようです。過去の状態に固執して、新しい環境を受容しにく

くなるのは、老化現象の特徴かもしれません。後ろのものを忘れ、前

のものに全身を向けるポジティブライフに切り替えなければならない

と痛感しています。 

肺癌で肺の一部を切除したリハビリに使用される器具は、呼気で

はなく、吸気を鍛えるものです。新しい空気を体内に取り込むことの

大切さを学びました。 

ワイズを取り巻く環境も、クラブ設立当時とは大きく変化していま

す。「同じことを継続していれば良し」というクラブであれば、衰退せ

ざるを得ないと思います。たとえメンバーの高齢化が進もうとも、環

境の変化・ニーズの多様化を受けとめた、新しい活動が展開されれ

ば、クラブは活性化して行きます。『たとえわたしたちの「外なる人」

は衰えていくとしても、わたしたちの「内なる人」は日々新たにされて

いきます。』という聖書の言葉に励まされて、「今日という日を大切

に」クラブライフを楽しんで行きましょう。        （完） 

《巻頭言》                クラブ会長 林 茂博 

2017年3月本例会 

日時：2017年3月24日18：30～ 

場所：かけはし都筑 

受付：(報告書) 三木 

司会：岡田勝美 

プログラム 

開会点鐘        林 茂博会長 

ワイズソング・信条      一 同 

今月の聖句         相賀牧師 

ゲスト・ビジター紹介  司会者 

会長挨拶        林 茂博会長 

入会式 胡麻尻 眞佐さん 

 立ち合い 若木湘南・沖縄部長 

卓話 

｢東本郷での１年｣ 

東本郷ケアプラザ館長 

瀬谷智明さん 

ＹＭＣＡ報告    山中担当主事 

お誕生日   

３月２２日 相賀 昇さん 

３月３１日 辻 孝子さん 

各種アピール 

閉会点鐘    林 茂博会長 

～～～～～～～～～～～～ 

閉会後、若木部長・胡麻尻さん 

を囲んで会食・懇親会を「ガブ 

リエル」で行いますので、ご参 

加ください。 

例会出席 26名 在籍会員数 20名 各種記録 前月 累計 

メンバー 14名 月間出席数 18名 使用済切手 0ｇ 60ｇ 

パートナー  － メーキャップ 4名 プルタブ 11kg 24.4kg 

ゲスト 12名 月間出席率 90％ スマイル 0円 80,692円 

（前月のデータ） 
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つづきクラブの活動エネルギーの源と言っても過言で

はない”TKB”、即ちTsuzuki Kawaii Bachansの見える活

動として上げられるのが、東日本大震災被災地支援活

動として行っているお誕生日カード作りです。 現在、

福島県南相馬市の原町教会付属「原町聖愛こども園」

と宮城県山元町の「山元町立つばめの杜保育所」のこ

ども達一人ひとりに、毎月手作りのお誕生日カードを

送っています。 林理子ワイズの指導の下、季節に合っ

たお花やおひな様などを折紙でおり。カードに貼り付け

ていきます。  名前を見ながら「どんなお子さんかし

ら・・・」と想像しつつ、これからの一年が神様に守られま

すよう祈ります。 こども園からは折々の園の行事や可

愛いい子どもたちの日常などお便りが届き、その様子

に”Bachans”は嬉しくて幸せな気持ちになります。 

小さな折紙を四苦八苦しながら折ることは手先と頭の運

動（コグニサイズ？！）、認知症予防になっているか

も・・・？ 作り終えると、会場を提供して下さっている岡

崎ワイズによる美味しいスープでランチ+おしゃべりのひ

と時を楽しんでいます。 

除染が進んだとはいえ、まだ何かと制限もある中で頑

張っているこども達への便りはこれからも続けていこうと

決心しています。           （今城H 記） 

《クラブ活動紹介》       What is TKB?                   

2017年2月24日（金）菊名・敦煌において2月例会およ

び横浜北YMCAスタッフ交流会を実施しました。 

18：30からは例会を実施、YMCA三浦ふれあいの村

所長の森田義彦さんにお越しいただき「YMCAとキャ

ンプ」という題目で卓話をいただきました。関東大震災

時復興のためのキャンプであったり、核家族のための

関係性を作るためであったりとその時代の課題に合わ

せたキャンプが行われていました。今は子どもたち同

士のコミュニケーション力を育むためのキャンプになっ

てきています。時代に必要とされるキャンプがその時

代時代にあわせて行われていることを理解することが

できました。私たちには富士山YMCAというすばらしい

キャンプ場があります。2017年5月には10周年を迎え

ます。より多くの皆様に使っていただくよう設備の拡張

も行います。皆様への募金のお願いもさせていただい

ております。今後ともよろしくお願いいたします。 

19：30からは横浜北YMCAのスタッフが合流し、食

事会を行いました。今年１年目のスタッフが多く、

YMCAまつり以外なかなかお会いできない方々が多く

います。若いスタッフの中にはワイズの皆さんの働きを

知るいい機会になっています。私たちの活動が多くの

皆さんに支えられていることを知る機会になったと思

います。 

最後にワイズの皆様から国際協力募金・Bapy基金・富

士山募金にご協力を頂きました。私たちの活動の一

番の理解者であり、支えてくださるワイズの皆様に感

謝するとともにこれからも共に歩んでいけるようお願い

いたしたく思います。 

 横浜北YMCA 館長 山中奈子（つづきクラブ） 

《報告》    横浜北YMCA/横浜つづきワイズメン&ウィメンズクラブ交流会       
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2016-17年度前期缶ペーン報告 

当クラブ林会長の提案で今期から始めた「缶ペーン」と
は、メンバー各自に配られた貯金箱（缶）にコインを貯め
て、半年後に持ち寄り、クラブ活動費や献金に活用しよう
というもので、第一回の「開缶式」が2月の事務例会の際に
行なわれました。 開缶して回収したコイン（一部は札）を
銀行に持ち込み、計算してもらったところ72,789円に達
し、早速クラブの口座に振り込まれました。  クラブメン
バーに想定する金額を投票してもらったところ、参加した
12名の内、実際の金額を上回った人は僅か２名で、メン
バー大半の想定を上回る金額が集まったということになり
ました。金額当て投票の「ニアレスト賞」は2,211円オー
バーの鈴木茂ワイズで、”さすが元銀行員”といったところ
でしょうか。 鈴木ワイズには、編集部より、ダイソーで調達
した豪華賞品が授与されました。 メンバーには林会長よ
り、早速年度後半用の缶が配られたのは申すまでもありま
せん。                          （TI記) 

《報告》   

（右下）プルタブ回
収活動も徐々に収束
することが当日の例
会で決まりました。 

（右上4枚）メンバーが
持ち寄った缶を開け
て、コインを袋に詰め
込みました。半年の思
いが込められてずっし
りと重い袋。 

（
左
）
当
日
はT

O
F

例
会
で
、
恒

例
の
お
に
ぎ
り
と
ト
ン
汁
が
メ

ニ
ュ
ー
の
会
食
を
行
い
ま
し
た
。 

横浜北YMCA 報告  館長 山中奈子 

横浜北YMCAで運営委託している鶴見区寄り添い

型学習支援は現在104名の中学生が登録していま

す。その中で中学3年生が36名います。3月2日に神

奈川県公立高校の合格発表がありました。36名中公

立（全日制）15人、公立（定時制）8人、私立  8

人、特別支援学校1人の進学が決まりました。まだ4

人の進学・就職先が決まっていません。これから2

次募集などに挑戦をしていきます。「桜咲く春」に

向かって私たちも努力していきます。 

 春は旅立ちの季節でもあります。北YMCAで共に

働きをしてきたスタッフが３月末をもって、他

YMCAへの異動する人がいます。これまでの働きに

感謝するとともに、新しい環境での働きに神様の豊

かなお導きがあることを祈りたいと思います。 

★他Ｙへの異動者 

 山田有理紗（厚木Ｙ）、田中晴菜（中央Ｙ）  

★部門異動者 

 前橋あかね（北Ｙ健康教育→北Ｙｵﾙﾀﾅﾃｨﾌﾞ） 

★兼務者  

 尾原萌子（ワークサポートセンター設立準備室） 

  

《４月行事予定》 

  ４月 １日 横浜ＹＭＣＡ入会始業式 

  ４月 ６日 北ＹＭＣＡクラス開始 

  ４月２９日 ヘルシーキッズキャンペーン 
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3月事務例会報告      （岡田美和記） 

 
日時:3月14日（火）18：00～19：45 
場所：田園都筑教会 
出席者： 
 メンバー：今城Ｔ・Ｈ、岡崎、岡田Ｋ・Ｍ、久保、 
       鈴木Ｓ・Ｋ、辻Ｔｓ、林Ｓ・Ｍ、福島、横田 
 ゲスト  高松満至、胡麻尻眞佐 
◇ 開会・黙祷 
◇ 会長挨拶  
◇ 協議事項 
1）次年度ロースターについて 
  訂正事項を確認し、例年通り家族で一冊と西日本

区版一冊をクラブ負担で購入する。  
2）社協関係担当者について 
  ボランティア・市民活動分科会委員、災ボラネット

運営委員の林S、林M両氏退任のため、次年の担
当者を決める必要がある。 早急に人選を行う。 

3）３月本例会：  
 ①入会式には若木湘南・沖縄部長立ち合いの予
定。 
  厚木クラブ佐藤節子さんも参加予定。 
 ②卓話は瀬谷智明さんによる「東本郷での１年」 
 ③司会：岡田Ｋ、受付：三木 （マーシャル担当） 
4）４月本例会 
 卓話：長和義雄さん。 
 ビジター：東京山手クラブ浅羽俊一郎さん  
 司会：岡崎 受付報告：鈴木Ｓ （マーシャル担当） 
5）５月本例会 
  富士山ＹＭＣＡでの１泊例会。                
6）行事確認・連絡・報告 
 ・東日本区大会（川越） 6/3～6/4  
 ・西日本区大会（熊本） 6/10～6/11  

 ・アジア・太平洋地域大会（タイ）7/21～7/23 
 （参加予定 鈴木Ｓ、辻Ｔｓ） 
7）報告と予定 
・3/4～3/5 次期会長研修会に、今城H、今城T、鈴

木Sが参加した。 
・3/7 Ｙ－Ｙ‘ｓ協議会 参加者 林Ｓ、今城Ｔ・Ｈ 
・3/11 災ボラセンター運営シミュレーション 横田 
・3/14 事務例会 
・3/18 北ＹＭＣＡ運営委員会 
・3/24 本例会 ＴＫＢ活動（14：00～） 
・3/25 みんなの家 感謝の集い・作品展 
  （参加予定：今城Ｈ、鈴木Ｋ） 
・3/25 鎌倉クラブ２５周年（鎌倉市福祉センター） 

 （参加予定：今城Ｔ、岡田Ｋ・Ｍ、久保、 
  鈴木Ｓ、辻Ｔｓ、林Ｓ・Ｍ、横田） 

・4/1 部則検討委員会 湘南とつかＹ（部役員・会長
が出席） 

・4/11 事務例会 
・4/14 横浜ＹＭＣＡ熊本・東北復興応援ナイター   
  （3000円） 
・4/23 横浜北ＹＭＣＡ創立４０周年記念会  
・4/28 本例会 
  
◇ ＣＳ活動の確認・連絡 
   傾聴ボラ、調理ボラ、送迎ボラ 
◇ 連絡報告事項 
 ・プルタブ収集は暫時収束。協力者への断り状を 
 作成・発信する。 
 ・ボランティア活動保険更新について 

例年通りクラブ負担で全員更新した。 
 
※閉会後は「一心」にて会食・懇親を楽しみました。 
                         

第76回ＹＭＣＡ-Ｙ's 協議会報告 

                   （今城 宏子記） 

日時：2017．3．7（火）19：00～20：30  
＠横浜中央YMCA 501号室にて 

開会礼拝（讃21：18番、聖書：ローマの信徒への手紙5

章3～4 祈祷）に続き高橋徳美金沢八景クラブ会長の

司会により開会、田口努横浜YMCA総主事および若

木一美湘南・沖縄部部長の挨拶に続き協議・報告が

なされた。 

＜協議事項＞田口総主事から2017年度全体事業方

針・計画が示された。①「横浜YMCA－私たちの使命」

を日々の働きの中で具体的に実践していくことを通

し、共に支えあう平和な世界の実現に努める。②横浜

YMCAのリソースを生かし、さらに専門性を持つ諸団

体との連携や事業協働を進め新たな事業の価値を見

出し社会に発信するブランディングを推進する。③横

浜YMCAのすべての館と施設が地域の人々や団体と

繋がりを育み地域に必要とされる活動を展開し認め合

い高めあうコミュニティの形成を推進する。其々につい

て説明がなされた。 

＜報告事項＞ 

１．横浜YMCA：各担当主事 

 会員大会、チャリティーゴルフ、国際・地域協力募金   

 （東日本大震災復興支援を含む）、YMCAブランディ  

 ング・プロジェクトについて 

２．ワイズメンズクラブ：若木部長 

 ワイズ湘南・沖縄部合同新年会、部長沖縄公式訪 

 問、第2回部評議会、東西ワイズメンズクラブ交流 

 会、部則見直しについて 

 ・各クラブ報告：各クラブ会長 

３．その他 

  ①アジア大会のお知らせ ②3/10、3/11 東日本
 大震災追悼の各行事 

  ③4/14 熊本・東北復興支援ナイターのお誘い 
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っ
と
、
世

界
中
で
一
番
沢
山
飲
ま
れ
て
い
る
酒
だ
か
ら
で

し
ょ
う
か
。 

 
 

単
に
飲
ん
だ
人
の
心
を
酔
わ
せ
る
だ
け
で
な

く
、
人
を
し
て
み
ず
か
ら
の
こ
と
や
「ワ
イ
ン
」に

つ
い
て
語
ら
し
め
て
し
ま
う
酒
が
ワ
イ
ン
だ
と
思

う
。  

そ
れ
を
人
は
薀
蓄
と
言
い
、
と
き
に
そ

の
よ
う
な
知
識
は
良
く
も
悪
し
く
も
羨
望
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 
 

ワ
イ
ン
を
味
わ
い
た
い
と
思
っ
て
い
て
も
、
知

識
が
な
い
と
近
づ
け
な
い
よ
う
で
、
飲
ん
だ
ら
飲

ん
だ
ら
で
薀
蓄
の
め
ん
ど
く
さ
さ
が
あ
っ
て
、
遠

ざ
け
て
い
る
人
も
い
る
。
そ
の
様
な
現
象
を
あ

る
人
は
ス
ノ
ビ
ズ
ム
（紳
士
気
取
り
）が
発
生
す

る
と
講
釈
し
ま
す
が
、
逆
に
じ
つ
は
ワ
イ
ン
が
本

当
に
多
様
な
個
性
を
備
え
て
い
る
か
ら
に
ほ
か

な
ら
な
い
と
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。 

 
 

た
と
え
ば
、
こ
こ
に
、
近
く
の
ス
ー
パ
ー
で

買
っ
た
安
い
（１
０
０
０
円
位
）ワ
イ
ン
と
ワ
イ
ン

シ
ョ
ッ
プ
で
買
っ
た
手
頃
な
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
ワ
イ
ン

（２
０
０
０
円
～
３
０
０
０
円
位
）と
が
あ
る
と
し

ま
す
。 

そ
れ
を
ワ
イ
ン
を
あ
ま
り
知
ら
な
い
人

に
飲
ん
で
も
ら
う
と
、
普
通
の
味
覚
の
持
ち
主

な
ら
１
０
０
人
中
９
５
～
９
９
人
位
は
両
者
の
味

の
違
い
に
気
づ
き
、
と
い
う
か
驚
い
て
「ワ
イ
ン
の

味
っ
て
こ
ん
な
に
違
う
ん
だ
」と
思
う
は
ず
で

す
。 

「で
も
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
違
う
ん
だ
」

と
な
る
と
、
ワ
イ
ン
に
親
し
ん
で
い
る
先
の
人

は
、
「そ
れ
は
ね
・・・」と
な
り
、
そ
こ
か
ら
既
に

ワ
イ
ン
に
つ
い
て
語
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。 

さ
ら
に
、
進
ん
で
産
地
や
年
代
の
異
な
る
ワ
イ

ン
を
飲
ん
で
は
っ
き
り
と
味
の
違
い
が
分
か
れ

ば
、
そ
れ
か
ら
先
は
ワ
イ
ン
の
「と
り
こ
」に
な
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 
 

た
だ
、
一
言
断
り
ま
す
が
、
先
ほ
ど
１
０
０

０
円
位
が
安
い
と
言
い
ま
し
た
が
、
け
っ
し
て
そ

う
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
フ
ラ
ン
ス
あ
た
り
で
は

１
０
０
０
円
も
だ
せ
ば
、
か
な
り
い
け
る
ワ
イ
ン

を
見
つ
け
ら
れ
る
し
、
日
本
で
は
特
別
か
も
し

れ
な
い
が
、
フ
ラ
ン
ス
や
他
の
外
国
で
は
通
常
水

の
代
わ
り
に
食
事
の
伴
侶
と
し
て
飲
む
の
で
安

く
て
も
そ
れ
な
り
に
美
味
し
い
ワ
イ
ン
に
出
会

え
ま
す
。 

 
 

以
前
、
ブ
リ
テ
ン
に
投
稿
し
て
述
べ
ま
し
た

が
、
日
本
で
普
通
の
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
や
イ

タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
コ
ー
ス
料
理
は
魚
と

肉
の
一
品
を
選
ぶ
か
両
方
選
ぶ
か
の
違
い
は
あ

れ
、
ど
の
店
も
似
た
り
寄
っ
た
り
で
５
０
０
０
円

～
１
万
円
く
ら
い
が
相
場
で
、
そ
こ
に
ワ
イ
ン
を

選
ぶ
と
な
る
と
ピ
ン
キ
リ
で
そ
れ
こ
そ
天
上
が

無
く
な
る
く
ら
い
高
く
な
る
事
も
あ
り
ま
す
。 

そ
し
て
、
必
ず
し
も
高
け
れ
ば
高
い
ワ
イ
ン
ほ
ど

旨
い
と
は
限
ら
な
い
こ
と
を
言
い
た
い
の
で
す
。

そ
の
日
そ
の
時
そ
し
て
仲
間
ど
う
し
か
仕
事

（接
待
）な
の
か
、
家
族
な
の
か
な
ど
、
ど
ん
な

輪
な
の
か
に
よ
っ
て
、
美
味
し
く
も
不
味
く
も
な

り
ま
す
。 

し
た
が
っ
て
、
そ
の
場
に
居
ら
れ
る

事
を
感
謝
し
て
、
あ
ー
だ
・こ
ー
だ
と
わ
い
わ
い

や
れ
ば
、
少
々
お
安
い
ワ
イ
ン
で
も
最
高
の
ワ
イ

ン
に
な
る
こ
と
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。 

そ
れ

を
皆
で
あ
の
時
の
ワ
イ
ン
は
、
今
日
の
ワ
イ
ン
は

こ
ん
な
感
じ
と
語
り
あ
え
ば
他
の
酒
と
は

ち
ょ
っ
と
異
な
る
こ
と
が
わ
か
る
と
手
前
み
そ
で

す
が
思
い
ま
す
。 

そ
れ
が
ワ
イ
ン
談
義
で
あ
っ
て
薀
蓄
と
は
少
し

違
う
の
で
す
。 

お
後
が
よ
ろ
し
い
よ
う
で
す
の
で
、
先
の
薀
蓄
は

ま
た
の
機
会
に
し
て
、
さ
あ
ー
飲
み
に
行
き
ま

し
ょ
う
。 

イ
エ
ス
・キ
リ
ス
ト
の
恵
み
に
感
謝
し
つ
つ
。 

横浜つづきワイズメン＆ウィメンズクラブ  ブリテン No. 131     2017年3月15日 

《講演会出席報告》  
２０１７年２月１８日 ＠横浜ＹＭＣＡ 

 

ＹＭＣＡでは、いじめのない社会を目指すいじめ反対

運動「ピンクシャツデー」に取り組んでいます。 

いじめのない社会をめざす「ピンクシャツデー」が各地

で展開され、北ＹＭＣＡではNPO法人アーモンドコミュ

ニティー代表の水谷裕子先生による講演会を企画し実

施しました。 

「子どもたちのいじめを見逃さないために～傾聴から学

ぶ～」と題して勉強しました。 

 

講演では、こころを聴く、関係性、居場所、地域社会、 

貧乏と貧困等を解り易く講義をされ、人を支えること、

その人の存在を認め、「ありのままで居る」ことを認める

こと、言葉と行動が支えとなること、特に現代の社会の

多様性をふまえ相手が主役のコミュニケーションをとっ

て諸々のおもいに気づくことが大切とのことでした。 

つづきクラブからは、岡田M，久保、鈴木Ｋ、林Ｈ・Ｍ、

山中館長、横田が参加しました。             

                      （横田 孝久記） 
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《研修会1日目》 研修会は、各自登録を済ませて13:00

より、新装なった日本YMCA同盟東山荘の講堂にて開

催されました。開会式に引き続き、研修Ⅰとして、東日

本区利根川理事により、東日本区、アジア太平洋エリ

ア、国際のそれぞれの現状報告があった。 

区では、今期開始時の会員数が908名（61クラブ）で

あったのが、本年1月1日時点で917名（61クラブ）と漸増

で年度末には更なる会員増が見込まれる。その他、特

記すべき区の活動として区定款の改訂作業、東日本区

20周年記念事業実行委員会の設置、e-ラーニングの

導入検討などが上げられた。 

アジア太平洋地域並びに国際では、昨年2月1日現在

の全世界の会員数は26,476名で前年同期比0.6％減

（166名）との報告があった、また、国際献金の区別貢献

度では、1位：デンマーク、2位：西日本区、3位：韓国4

位:ノルウェー、5位:東日本区との報告があった。 

次いで、同盟光永 尚生 東日本区連絡主事より「YMCA

理解」についてのスピーチがあった。それによると、現

在の日本のYMCAは35の加盟YMCAと37の学生YMCA

で構成されており、全国の都市YMCAの会館数は211カ

所、会員総数は137,901名。常勤職員‣教員数は2,689

名、役員‣委員数は2,959名、ユースボランティア数は

8,364名に上っている。 

なお、様々なYMCAの活動の実現では｢思いやり｣｢誠

実さ｣｢尊敬心｣｢責任感」が大切にされていることが述べ

られた。 

次に、2017-2018年度東日本区理事 栗本 治郎氏（熱

海クラブ）より、次年度の方針が述べられた。    

◆理事主題 「広げよう ワイズの仲間」 

◆スローガン「楽しくなければワイズじゃない 積極参加

で実りある奉仕」 を掲げ、部の強化・活性化とYMCA

との協働を基本方針に区の運営を行う。特に、会員増

強には力を注ぎ、事業としては、部に「エキステンショ

ン委員会」（複数年で取り組む体制）を設置するとの方

針が述べられた。 

《各事業の方針》～主な活動方針～ 

1) 地域奉仕事業：災害支援活動の継続とCS活動の

地域への周知徹底。  

2) 会員増強事業：クラブの現状を見据え、強みと弱

みを把握し「新しいアプローチ」を検討する。 

3) 国際・交流事業：国際献金の使途に関する理解促

進と強調月間の活用。 

4) ユース事業：ユース事業を通じて区の方針実現と

YMCAとの協働強化。 

研修Ⅱとして、パネルディスカッション『広げようワイズの

仲間』が開催され、各パネラーにより、EMC活動の進め

方、活動の困難さ等々につき発言があった。 

研修Ⅲでは、参加者を4つにグループ分けしての事業

ごとの説明があった。時間が十分ではなく、突っ込んだ

議論はできなかったが、何れのクラブも同様の問題、特

に会員増強では深刻な問題を抱えていることが浮き彫

りとなった。 

《夕食懇談会》初日の最後は、約100名の参加者、10の

テーブルにランダムに分かれて着席しての夕食会と懇

談会が行われた。 食事中、テーブルごとにワイズ活性

化をテーマとした話し合いがもたれ、最後に各テーブル

夫々の代表が懇談の概要を報告した。 

＜筆者は、日帰りの予定であったため、このあたりで退

席し帰路に就いた> 

                  今城高之 記 

《報告》  2016-2017年度 次期会長・部役員研修会 参加報告 
当クラブより、今城宏子（次期会長）、鈴木茂（次期会計）今城高之（次期書記・部ユース事業主査）が参加し、初日
の状況を今城Tが、二日目を鈴木Sが報告します。 

（次期区役員の紹介） （研修Ⅲ グループ分け事業方針説明） 
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《研修会２日目》プログラムは、am6：00～7：00

に設定された「早朝ウオーキング」から開始され

た。私はこれまで、前夜の「部長を囲む懇談会」

で夜更かしばかりして、定刻に起床できなかった

ので、今回は少し早めに懇談会を切り上げ（それ

でもpm12:00近く）、翌朝に備えた。 

 「早朝ウォーキング」には30人程が参加し、東

山荘周辺を散策した。天候にも恵まれ、冠雪した

富士山が朝日に映えて輝く「紅富士」の真じかの

姿は圧巻であった。朝食の後に持たれた日曜礼拝

では、川越クラブの山本剛史郎ワイズによる「地

の塩・世の光」と題する力強い奨励があった。 

 8：50から開催された研修会Ⅳでは、利根川理事

による「東日本区定款改定について」の現状説明

のほか、「部事業主査の役割」、「部書記・会計

の役割」、「事務手続きのポイント」、「会計に

ついて」、「メネットについて」、「ロースター

の校正・発注について」などに関して、それぞれ

の担当者から説明と注意事項の指摘などがあっ

た。 

 次いで10：00から１時間半にわたって、「会

長・部長・部役員」と「事業主任・事業主査」の

２グループに分かれた会議が設けられ、自己紹介

や質疑応答が行われた。さらに研修Ⅴとして、利

根川理事から「e－ラーニングについて」、大久保

ITアドバイザーから「IT利用による情報伝達につい

て」と題する説明と解説があった。最後に恒例の

「ワイズクイズの解答発表」を経て、駒田勝彦・

監事より、２日間を通して有意義な研修が行わ

れ、参加者より積極的な発言、問題提起がなされ

たことは、大きな成果であったとの講評があっ

た。 

 今回の「次期会長・部役員研修会」は、栗本次

郎・次期東日本区理事の「広げよう ワイズの仲

間」（Extension  Membership & Conservation）とい

う理事主題に応えて、総じて「会員増強をいかに

実現するか」が研修会全体を通しての大きなテー

マとなっていた。これはワイズメンズクラブに

とって永遠の課題でもあり、参加者の多くが妙

案・妙策を考えあぐねている雰囲気であった。  

（初日の会食・懇談会） 

私は、胡麻尻 眞佐と申します。 

この度、3月24日の本例会で横浜つ

づきクラブに入会させていただくこ

とになりました。どうぞよろしくお

願い致します。 

私とつづきクラブのご縁ですが、あ

る日、私がバスを待っていたらご近

所の辻さんと偶然お会いしました。

ワイズメンズクラブの会議に出掛けるとのことでし

た。そのとき、もしよかったら例会に顔を出してみ

てはとお誘いを受けました。その後、立て続けてお

誘いを受け事務例会に出席したり、横浜YMCAの会員

大会に参加したりしました。神戸出身の方を含めメ

ンバ－の皆さんが大変優しく親切に接してくださる

ので、お仲間に入れて頂く気持ちになりました。 

私と夫は共に、神戸生まれの神戸育ち、夫の転勤に

伴い、関東に移り住んで、40年になります。3年前、

夫を亡くしました。ちょうどそのころから眼の難病

といわれる加齢性黄斑変性症に罹り、一挙に視力が

悪くなり、クルマの運転も断念、読書もできなくな

りました。現在は、毎月受診し、注射治療を受けて

います。IPS細胞に依る治療が、現在試行中で数年先

には、といわれていますが・・・。また、両足とも

人工股関節置換手術を行い、いろんな意味で今は皆

さんの助けを受けている状態です。昔は、ボラン

ティア活動に参加した事もありますが、今はこんな

状態ですので皆さまの活動に参加できるかしらと、

不安に思っております。辻さんからは、できる範囲

内で出来ることをやればよいのであって、最低月1回

の本例会に出席するだけでも充分です、と言われ、

少し安心した次第です。趣味は、油絵を今でも描い

ています。身近な題材から南フランス、スイスなど

でも沢山描きました。去年は東山田ケアプラザをお

借りしてささやかな個展を開きました。料理や、お

菓子作りも好きです。 

このような趣味を生かして多少でも奉仕活動のお手

伝いが出来ればと願っています。 

                    以上 

《ご紹介》 この度、辻 剛ワイズのご紹介で、我がクラブに入会されることになった胡麻尻 眞佐さんより  

自己紹介の文章とお写真が寄せられました。 久しぶりにお迎えする新メンバーを心より歓迎いたします。 

横浜つづきワイズメン＆ウィメンズクラブ  ブリテン No. 131     2017年3月15日 
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沖縄公式訪問参加報告 

鈴木 茂 

日程 ：2017年2月18日（土） ～19日（日） 

・沖縄クラブ例会（16：30～17：50）：ﾀﾞｲﾜｸﾛｲﾈｯﾄﾎﾃﾙ        

・沖縄那覇クラブ例会（18：30～20：30）沖縄YMCA 

参加者：沖縄クラブ例会 32名（在浜クラブ7名、仙台青

葉城クラブ1名、京都トゥービークラブ17名、

京都パレスクラブ1名、沖縄クラブ9名） 

沖縄那覇クラブ例会 18（在浜クラブ9名、仙台青葉城

クラブ1名、沖縄那覇クラブ8名） 

エクスカーション： 福州園、対馬丸記念館、忠孝泡盛 

工場、門中墓具志川城跡、沖縄陸軍病院南風原壕 

群、沖縄外人墓地等を見学 

 

今年度の沖縄２クラブ公式訪問は、２月18日（土）～

19日（日）に実施され、若木一美部長を含む９名が参加

した。ほかに、東日本区EMC事業主任の菊池弘生さん

（仙台青葉城クラブ）が加わって下さった。初日最初の

プログラムとして、私どもは沖縄クラブの例会に参加し

た。そこでは、沖縄クラブ-京都トウービークラブのDBC

締結に向けた確認書調印式が準備されており、京都か

ら森田美都子・西日本区国際・交流事業主任ほか17名

のメン・メネット・コメットさんが参加されていた。正式の

DBC締結は、今年8月26日に予定されている京都ト

ウービークラブ20周年記念例会で調印されるということ

で、この日は「DBC締結確認書」という形の調印が両ク

ラブ会長によって、厳粛に行われた。若木・湘南・沖縄

部長、森田・西日本区国際・交流事業主任等のご挨

拶・祝辞の後、沖縄クラブの次期会長・宮里伸一郎さん

のご挨拶があった。例会の閉会点鐘に引き続いて懇親

会が用意されていたが、私どもは沖縄那覇クラブの部

長公式訪問例会に出席するために失礼した。 

「那覇クラブ」の例会は18：30より開始され、開会点

鐘、ワイズソング、ワイズの信条に続いて、知念一郎沖

縄YMCA理事長による奨励があった。この奨励の中で

知念理事長は、通常の地図とは南北が上下逆に描か

れた世界地図を私たち一人ひとりに配布して下さり、そ

の南北逆の世界地図で見ると、アジアにおける沖縄に

関する位置づけ感覚や地理観が一変するとのお話をさ

れた。確かに、南極を上部に描いた地図でアジアを俯

瞰すると、沖縄は正に日本列島の玄関口に位置し、そ

の昔、米国ペリー提督が浦賀に来航する以前に数回に

わたり沖縄に立ち寄り、琉球王国・米国間で修好条約

を締結していた事情が理解できる気がした。事程左様

に、私たちは時にはまったく逆の発想、異なった視点か

ら物事を見直す必要があることに気づかされた。 

例会に引き続き懇親・交流会が開催され、「那覇クラ

ブ」の大森節子さんが作って下さった恒例の美味しい

沖縄料理を堪能させていただいた。懇親・交流会の席

上、屋良政旦会長により、「ホウオウボク実鞘」を加工し

た美しい手作り工芸品のオークションが行われ、参加者

の人気を博していた。私も２本購入した。 

翌２日目のエクスカーションは、「那覇クラブ」の呉屋

さん・屋良さんが親切に計画・段取りして下さった見学

コースに沿って、福州園、忠孝蔵・泡盛工場、具志川城

跡、門中墓、沖縄外人墓地のペリー提督記念碑などの

観光スポットを訪問したが、強く印象に残ったのは、対

馬丸記念館、南風原陸軍病院壕など戦争の悲劇を改

めて想起させる史跡である。対馬丸記念館には、学童

集団疎開の沖縄の子どもたち千数百人を乗せた対馬

丸が米潜水艦の魚雷攻撃により、乗船者の （次頁へ）
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《特別寄稿） 

（前頁沖縄公式訪問参加報告続き）８割の生命が海底に消

えた事件を記念して、犠牲者の遺影や遺品が展示され

ている。遺影の中に、「那覇クラブ」の呉屋さんの叔父さ

んに当たる方のお写真も含まれていた。 

沖縄陸軍病院南風原壕群は、米軍の艦砲射撃が始

まった戦争末期に建造された横穴地下壕であるが、私

どもは各自ヘルメットを着用し、懐中電灯を持って壕内

を見学した。現在の常識では、とても重症人の手術を

するとか、病人を治療するに値する環境ではなかったこ

とが察知された。 

今回の部長公式訪問全体を振り返って、「那覇クラ

ブ」の皆さんが何時もながら例会、懇親・交流会、エクス

カーションのすべてにわたり、細かく心遣いして下さっ

たことに改めて感謝の思いを強くした。ただ、部長公式

訪問に当たり「那覇クラブ」と「沖縄クラブ」との合同例会

が開催されなかったこと、それぞれの例会に相手クラブ

からの参加がなかったことなどが残念であった。「那覇」

と「沖縄」の両クラブが、沖縄YMCAを共に支え協力し、

合同例会を開催することができるようになることを祈りた

い。                         以上 
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「物忘れ外来」    辻 剛   

時：2017年1月〇日 

場所：都内某総合病院「物忘れ外来」 

ドクター「今日はどうされましたか？」 

患者「実は家内から最近物忘れが激しい。認知症

の初期かも知れないから病院でチャント診察して

もらいなさい、と度々言われ、自分ではそう思っ

ていないのですが、半ば強制的に送り出されまし

た。」 

ドクター「最近、奥さんに言われて来院される方

が結構増えています。でも、あなたは100％認知症

ではありません。表情を見ればわかります。 

しかし、それでは奥さんが納得されないでしょう

から簡単なテストをしましょう。いまから私がい

くつか質問をしますからそれにこたえて下さい。 

それでは始めます。今日は何年何月何日？」 

患者「2017年1月〇日です」 

ドクター「何曜日？」 

患者「〇曜日です」 

ドクター「あなたは何歳ですか？」 

患者「〇〇歳です」 

ドクター「ここはどこですか？」 

患者「〇〇病院です」 

ドクター「住所は？」 

患者「〇〇区〇〇です」 

ドクター「東京は何地方？」 

患者「関東地方です」 

ドクター「5,3,2,1、同じ順番で繰り返してくださ

い」 

患者「5,3,2,1」 

ドクター「何でもよいですから、短い文章を書い

てください」 

患者「〇〇・・・・・・〇〇」 

ドクター「100から順に7を引いてそれぞれの答え

を数字で言ってください」 

患者「93,86,79・・・2」 

ドクター「（腕時計、スプーン、キー、鉛筆、歯

ブラシ、の絵を見せて引っ込める）順番は問わな

いので覚えているものを言ってください」 

患者「腕時計、スプーン、キー、鉛筆、歯ブラ

シ」 

ドクター「8,6,9,3、これを逆から言ってください」 

患者「3,9,6,8」 

ドクター「（5角形が重なっている図を見せて）同

じ図を描いてください」 

患者「（おなじような図を描いた）」 

ドクター「さくら、ねこ、電車、この単語を後で

もう一度聞きますので答えてください」 

患者「さくら、ねこ、電車」 

ドクター「テストは以上です。判断基準は、明ら

かな能力ダウンが認められるか？あるいは、社会

生活を送るうえで、問題や不自由があるか？で

す。このテストは、30点満点です。あなたは満点

です。認知症の疑いがもたれるのは、23点以下で

す。従って、初めに言ったようにあなたは認知症

の疑いはありません。」 

患者「先生、どうもありがとうございました」 

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 

場所：（帰宅）自宅の居間 

患者「というわけで認知症の心配はないそうだ」 

奥さん「おかしいわね。そんなはずないわよ！」 

先月号に認知症のチェック項目についての文章を掲載したところ、 
クラブメンバーより、更に詳細な 「臨床」体験に基づく報告が寄せられました。 
他人事とは思えない、興味深い報告です。                    （編集子） 



 

-10- 

横浜つづきワイズメン＆ウィメンズクラブ  ブリテン No. 131     2017年3月15日 

2017-18年度 湘南・沖縄部長方針 

1. 部長主題 

 「Y'sの絆を強め、広げよう」 

 Let's Tighten and Expand the Bond 

 of Y's Men 

2. 活動方針 

 ・部はExtension、ｸﾗﾌﾞは会員増強 

 ・YMCAと地域への奉仕活動強化の 

  ためクラブの結束強化 

3. ワイズで―特別イベントの企画 

 富士山YMCA10周年記念募金のため 

 のチャリティーイベント 

4. 活動重点目標 

 ・クラブの若がえりと体力強化 

 ・卓話の充実と楽しいクラブ作り 

 ・ワイズの諸行事への出席 

 ・YMCAとの協働プログラムの模索 

 ・ユース事業支援とY3との連携 

5. 部行事 

 部会 2017.9.16（土） 

 合同新年会 2018.1.14（未確認） 

 部役員会 10月（予定） 

 部評議会 年4回開催 

 部報発行 年2回（9月、6月） 

 部長通信 年4回発行 

 Y-Y's協議会  年4回（9・12・3・6） 

 

※以上会長研修会ワークブックより 

トピックス1 去る2月25日、大和YMCAが行う輪和Waコン

サートが開催され、当クラブからは鈴木S、岡田K・M、林Ｍ

横田、今城Tが参加しました。我がクラブが参加する「You&I 

コンサート」のお手本になったイベントで、今回で10回目を

数えます。出演者は、声楽家（ソプラノ）、ヴァイオリン、

ピアノ、コントラバスで構成されており、よく知った曲や、

コントラバスのソロなど様々なでプログラムで、300名弱の

来場者を楽しませてくれました。障がいのあるこども達も参

加してのトーンチャイムとの演奏（チューリップ）は、演奏

したこども達、来場者も大喜びでした。 （TI） 

トピックス2 2月24日(金)、横浜中央Y

のチャペルにて、横浜ワイズメンズクラブ

と横浜YMCA学院専門学校共催の第4回日

本語スピーチコンテストが開催されまし

た。出場者は7か国10名で、それぞれ5分

間のスピーチを、前後半に分けて行いまし

た。最優秀は、ネパールからの留学生の

「夢の山」と題するスピーチで、日本のよ

うな幼稚園をネパールに作りたいとの思い

を熱く語ってくれました。日本滞在、僅か

11か月（自国で2年間日本語を学ぶ)）に

もかかわらず、スピーチはもとより、

ジャッジの質問への受け答えも大変立派

で、筆者がフランス語圏で過ごした年月は

いったい何だったのかと秘かに反省した次

第です。素晴らしプログラムが今後も続き

ますよう。      （TI） 

《
編
集
後
記
》 

▽
余
り
イ
ベ
ン
ト
も
多

く
な
い
時
期
な
の
で
と

気
を
許
し
て
い
た
ら
、

思
い
の
ほ
か
多
く
の
寄

稿
が
あ
り
、
つ
い
、
遅

れ
を
と
っ
て
発
行
が
大

幅
に
遅
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
読
者
の
皆
様
に

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

▽
林
会
長
も
、
見
事
回

復
さ
れ
、
ご
自
分
で
は

今
一
つ
の
感
が
お
あ
り

の
よ
う
で
す
が
、
ほ
ぼ

昔
通
り
の
「
マ
イ
ク
い

ら
ず
」
振
り
が
戻
っ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
ご
心

配
頂
い
た
皆
様
に
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。
▽
ブ

リ
テ
ン
発
行
を
、
予
定

の
毎
月
十
五
日
、
出
来

れ
ば
月
初
め
に
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

(

編
集
子) 


